
               

 

 

 

 

文化庁「生活者としての外国人のための日本語教育事業」 

神戸ＹＷＣＡ 地域日本語教育実践プログラム シンポジウム 

「地域の日本人・外国人共生の試み」  

～2013 年度 実践報告～ 

 

 

2014年3月 1日（土） 

14:00～16:00 
神戸ＹＷＣＡ会館 

 

 

 

＜パネリスト＞ 

全 美玉 【在日コリアン高齢者サポート ソロソロ会代表】 
在日コリアン二世としての経験、体験を活かし、民族名でコリアン高齢者の居場所づくりをはじめ、

「多文化交流フェスティバル」の実施を通じて、地域の多文化共生の活動を展開している。 

 

棚野 恭範 【社会福祉法人 神戸市中央区社会福祉協議会 主幹（地域福祉ネットワーカー※）】 

制度の狭間や複合する課題で対応困難なケースについて、地域住民や関係機関等と連携し課題解決の

ための検討をする職員として 2011年 4月より中央区に配置される。 

※一般的にはコミュニティー・ソーシャル・ワーカー（ＣＳＷ）という。 

 

村西 優季 【ＮＧＯ神戸外国人救援ネット 事務局】 

ＮＧＯ神戸外国人救援ネットは阪神淡路大震災をきっかけに生まれたネットワーク。被災地で外国人の問題

に取り組んでいたＮＧＯが集まり、共生社会実現のための活動を続けている。個々のＮＧＯでは解決困難な

問題をネットワークの力で解決することを目指している。 

 

小田 直子 【神戸市中央区役所市民課フロアマネージャー】 
人口の一割が外国籍という中央区の行政の窓口で、転入届の受付など、外国の方が最初に訪れる区役

所の窓口職員として、実体験を基にお話しする。 

  

＜司会＞ 

水野 マリ子【神戸大学 名誉教授】 

  



               

 

2013年度 文化庁「生活者としての外国人のための日本語教育事業」における 
神戸ＹＷＣＡ「地域日本語教育実践プログラム」 

 

 

1. 協議会の設置 

日本語教師、行政、地域の外国人支援団体、地域で暮らす外国人・日本人と連携・協力し、地域の

ニーズにあった日本語教育について推進するための協議会を設置。 

 

2. 生活のための基礎日本語クラス 実施 

地域で暮らす外国人が抱える課題を踏まえ、基礎的な日本語を身に付けるための日本語教室を実施。 

 

3. 多文化共生社会の実現に向けた講座 

地域住民そして外国人生活者がお互いを理解できるよう、日本語力不足がもたらす課題や異文化を 

理解するための講座やイベントを実施。 

 日本人を対象にした「やさしい日本語」ワークショップ 

 地域の人が集まるイベントでの外国文化紹介 

 異文化理解講座 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お申し込みは、ＦＡＸまたはメールで神戸ＹＷＣＡまでお願いします。 

「地域の日本人・外国人共生の試み」 ～2013年度 実践報告～ 申込書 

お名前  ご所属  

ご住所 

〒 
お電話  

メールアドレス  

fax: 078-231-6692 email: office@kobe.ywca.or.jp 


